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国分川分水路事業

川とともに生きるための闘い

水緑文化

手数料・保険料・各種税 松戸液市民ギャラリー

8 月26日まで

パンの花展

松戸書道

教育連盟展

松戸市美術展

秀 作 展

問い合わせは社会教育課成人教育係へ

8月26日～9 月2日期 間

安全・確実な
口座振替のご利用を

8 月

9 月

川
は

、
昔
か
ら
私
た

ち
が
生
き
て
い

く
た
め
に

無
く
て
は

な
ら
な
い
、

さ
ま

ざ
ま
な

恵
み

を
与
え
て

く
れ
て
い

る
。

し
か
し
、
一
た
び
怒
り
だ
す
と
大
切

な
家
や

財
産
を
押
し
流
し

、
と
き
に
は

掛
け
が
え
の

な
い
命
ま
で

奪
う
こ
と

も

市
の
南
部
に

位
置
し

、
そ
の
流
域
が

市

面
積
の
三
五
％

を
占

め
る

一
級
河
川

「
国
分

川
」
を
支

川
に
持
つ
「
真
間
川
L
も
、

そ
う
い
っ
た
川
の

一
つ
で

あ
る
。

真
問
川
流

域
は
、
急
激

な
都
市
化
に

よ

り
、
そ
の

治
水

能
力
は
年

ご
と
に
弱

ま
っ

て
い
っ

た
。

そ

の
た
め
、
本

市
で

も
昭

和
四

十
年

代

初
め
ご
ろ
か

ら
国
分
川
や

、
上

流
の

「
春

木
川
L
、「
紙
敷
川
L
沿
い
で

、
度
々

浸
水
被
害

が
起
き
て
き

た
。

昭

和
五
十
六
年
十

月
の
台
風
2
4号
に

よ

る
大

雨
の
被
害
で

は
、
真
間
川

全
流

域
で

、
家

屋
浸
水
七
干

五
百
八
十

一
戸
、

浸
水
面
積
六
七
六
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
大
き

な

も
の
だ

っ
た
。

国
分
川

分
水
路
事
業

は
、
真
間
川

流

域
の
洪
水

対
策
の
柱
と
し

て
、
県

と
市

が
I

体

と
な
っ

て
、
昭

和
四

十
八
年

か

ら
始
め

ら
れ
た
。

こ

れ
は

、
大

雨
の
と
き
に
川
の

水
を
、

長
さ
二
千
五
百
五
十
五
び
、
直
径
七
メ
ー
ト
ル

六
〇
セ
ン
チ
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
国
分
川
か
ら

「
坂
川
L

ま
で
導

き
、
さ
ら
に
「

江

戸

川
」
へ

放
流
す

る
と
い

う
全
長
五

千
百

七
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大
工
事
だ
（
平
成
五
年
中

に
完

成
予
定
）。

川

を
愛
し
、
二

度
と
洪
水

を
起
こ

さ

せ
た

く
な
い

と
願
う
、
人

間
の

挑
戦
で

も
あ

る
。

市
役
所
は
毎
月

第
2
・
第
4
土
曜
日
閉
庁
で
す

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

西

ギ
ャ
ラ
リ

ー

今

月

の

納

期

は

奉
市
・
県
民
税
（
第
二

期
納
期
限
）・・
八

月

三
十

一
日

4
特
別
土
地
保
有

税
・
＝
八
月
三

十
一
日

奉
国
民
年
金
保
険

料
＝
八

丹
分

奉
国
民
健
康
保
険

料
・
＝
第
三

期
分

4
事
業
所
税

上
（
月

決
算
の

法
人

と
六

月

中
に

事
業
所
用
家
屋
を
新
・
増
築
し

た

建
築
主
は
八
月
が
申
告
納
付
月
で
す

。

早
め
に

納
付
（
納
入
）
お
願
い
し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

奉
世
界
平
和
都
市
宣
言
事
業
平
和
パ
ネ
ル
展
＝
八
月
二
十
二
日

上

干

七
日

4
松

戸
書
道
教
育
連
盟
展
＝
八

月
二
十
二
日
上

干

七
日

奉
白
の

会
作
品
展
＝
八

月
二
十
九
日
～
九
月
三
日

奉
金
曜
デ
ッ
サ
ン
会
第
六
回
展
覧
会
・
＝
八
月
二
十
九
日
～
九
月

三
日

休

館

日
＝・
月
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間
E
午
前
十
時
～
午
後
六
時

奈
初
日
お
よ
び
最
終
日
は
時
間
の
変
児
も
あ
り
ま
す
。

（
文
化
ホ
ー
ル
？

叩
7
8
1
0

番
）

囗
は
前
月
比



い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
各
会
場
で
は
、
実
践
的
な
訓

練
を
行
い
ま
す
（
昨
年
の
総
合
防
災
訓
練
か
ら
）

マ
日
時
・
＝
九
月

一
日
（
金
）
午
前
九

時
五
十
分
か
ら

マ
会
場
・・
・
紙
敷
野

球
場

マ
内
容
＝
・
市
・
防
災
関
係
機
関
・

地
区
住
民
に

よ
る
、
情
報
収

集
・

避

難
・
救
護
・
初

期
消
火
・
障

害

物
除

去
・
復
旧

・
火
災
防
御

な
ど

、
総

合
的
で

実
践
的
な
訓

練
を

実
施
す
る
ほ
か

、
ウ

ォ
ー

タ
ー
パ
ッ
ク
車
に
よ
る
給
水
や

起

震
車
に
よ

る
地
震
体
験
、
防

災

資
機

材
・
写
真
パ
ネ
ル
な
ど

の
展
示

も
行
い
ま
す
。

〈
地

区

会

場
〉

マ
日
時
・・
八

月

二
十
七
日

言

）
午

前
九

時
か
ら

マ
会
場
・・
・
市
立
第
一
中
学
校
・
消

防
訓
練

セ
ン

タ
ー
・
六
実
中
央

公

園
の
三
会

場

マ
内
容
・・
・
地
区

住
民

主
体
の
避
難

（
煙
道
）
・
初
期
消
火
・
応
急
救

護
訓
練

。
地
元

消
防
団
に

よ
る

放
水
な
ど
の
訓
練
。
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
ご
利
用
下
さ
い
。

″
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狭
い
た

め
、
車
で
の
来
場
は
な
る
べ
く

ご
遠
慮
下
さ
い
。

▽
詳
細
・・・
防
災
課

平
成
元
年
度

松
戸
市
職
員
を
募
集

平
成
元
年
度
の
松
戸
市
職
員
採

用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

マ
受
付
期
間
＝
八
月
二
十
八
日

（
月
了

九
月
八
日
（
金
）

マ
試
験
日
・・
＋

月
一
日
（
日
）

マ
職
種
・
人
数
一
般
行
政
事
務

職
員
＝
約
二
十
五
人
、
技

術

玉

木
・
造
園
・
建
築
・
電
気
）

職
員
＝
若
干
名
、
保
健
婦
＝
若

千
名

マ
応
募
方
法
・・
八

月
二

十
一
日

育

）か

？
（
事
課
で
必
要
書
類

を
交
付
し
ま
す
。

マ
受
験
資
格
一
般
行
政
事
務
・

技
術
職
員
＝
①
昭
和
三
十
七
年

四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
、
大

学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み

の
人
②
昭
和
三
十
九
年
四
月
二

日
以
降
に
生
ま
れ
、
短
期
大
学

も
し
く
は
高
等
専
門
学
校
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
③

昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
等
学
校
を
卒
業

ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人

保
健
婦
＝
昭
和
三
十
七
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
、
資
格
を

有
す
る
人
、
ま
た
は
平
成
二
年

五
月
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る

見
込
み
の
人

マ
詳
細
＝
人

事
課
人
事
係

市
立
保
育
所

臨
時
保
母
を
募
集

マ
職
種
＝
・
①
代
替
保
母

（
有

資
格

者
）
②
延
長
保
育
保
母

マ
勤
務
時
間
・
＝
①
午
前
八
時
三
十

分
～

午
後
五
時
、
土
曜
日
は
午

前
八

時
三

十
分

～
午
後
零
時
三

十
分

②
午

前
七

時
三
十
分
～
九

時

、
午
後
四
時
上
（

時
三

十
分

、

土

曜
日

は
正

午
～
午
後
五
時

マ
詳

細
＝
・
保
育
所
課
保
育
指
導
係

8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

1
4
困

1
3
困

り
ふ
w

1
1
目
一

8

廁

7

困

6

圉

5

㈲

4
9
2

出

当

刪

期
日

小

金

原

市

民

セ

ン

タ

ー

六

実

市

民

セ

ン

タ

ー

馬

橋

支

所
（
2

）

東

部

支

所

常
盤
平
市
民
セ
ン

タ
ー
（
2

）

馬

橋

支

所
（
1

）

常
盤
平
市

民
セ
ン

タ
ー
（
1

）

八

柱

市

民

セ

ン

タ

ー

市

民

会

館
（
3

）

五

香

市

民

セ

ン

タ

ー

市

民

会

館
（
2

）

馬

橋

東

市

民

セ

ン

タ

ー

市

民

会

館
（
1

）

古
ヶ
崎
市
［
氏
セ
ン
タ
ー

総

合

福

祉

会

館

稔

台

市

民

セ

ン

タ

ー

小

金

北

市

民

セ

ン

タ

ー

二
十
世
紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

松

飛

台

市

民

セ

ン

タ

ー

新

松

戸

市

民

セ

ン

タ

ー

小

金

市

民

セ

ン

タ

ー

会

場

壬

叨
1
0時
～

午
後
３
時

午
前
1
0時
～
正
午

午
前
1
0時
～

午
後
３
時

時

間

満
6
9歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

敬
マ
対
象
：
平
成
元
年
四
月
一
日
現

在
、
松
戸
市
に
居
住
し
て
い

る

満
六
十
九
歳
以
上
の
人
。
該
当

者
に
は
八
月
下
旬
に
（

ガ
キ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
金
額
・
＝
七
千
円

マ
敬
老
祝
品
：
九

月
十
五
日
を
基

準
日
と
し
て
、
満
七
十
歳
～
八

十
九
歳
の
人
に
同

時
に

差
し
上

げ
ま
す

。

マ
高
齢
者
祝
品
・
＝
満

九
十

歳
以
上

の
人
に
は

、
市

が
直
接

お
祝
い

に
う
か
が
い
ま
す
。

マ
詳
細
・：
な

が
い
き
課
庶

務
係

映
画
と
人
形
劇
お
は

な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

（
入

場
無
料
・
三
～
九
歳
く
ら
い

が
対
象
）

テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
で

ん
わ
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

昔
6
3－
9
9
9
9

番

九
月

一
日
（
金
）

二
十
五
日
（

金
）

二
十
四
日
（

木
）

八
月
二
十
三
日
（

水
）

期

日

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン

タ
ー

松
飛
台
市
民
セ
ン

タ
ー

小
金
原
市
［
氏
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

会

場

午
後
三

時
～
四
時

時

間

″
定
員
に
な
っ
た
場
合
に
は
入
場
を
お
断
り
し
ま

す
。

マ

詳
細
・
＝
市
立
図
書
箆

。
6
5
－
5
1
1
5

番

災
害
へ
の
対
策
に
つ
い
て

家
庭
で
も
話
し
合
い
を

九
［
月
一
日
は
防
災
の
日
で
す
。

災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
万
全
な
準
備
と

心
が
ま
え
が
必
要
で
す
。

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
九
月
一
日

を
中
心
に
、
市
内
四
会
場
で
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

市
は

、
九
月

百

（
金
）
に
中
央

会
場
で

、
ま
た

、
八

月
二

十
七
日

言

）
に
は
三

力
所
の
地
区

会
場
で

、

磐

屍

災
訓
練

を
行
い

ま
す
。

大
正

十
二

年
九
月

一
日

、
関
東

地

方
南
部
を
中
心
に
大

規
模
な
地

震

が
発

生
し

、
死
者

・
負
傷
者
・

行
方
不
明
者
を
多
数
出
し
ま
し
た
。

こ

れ
が
「
関
東
大

震
災
」
で

す
。

こ
の

苦
い
体
験

を
教
訓
と
し
て

、

日

ご
ろ
か
ら
地

震
に
対
す
る
注
意

を
忘
れ
ず
、
準
備
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
と
、
九

月
一
日

を
「
防
災
の

日

」
と
定
め

、
訓
練
を
行
っ
て

い

ま
す
。

防
災
週
間
（
八
月
三
十
日
～
九

月
五
日
）
期

間
中
に
は
、
市
内
の

小

・
中

学
校
で

も
各
校
独
自
の
防

災

訓
練
を
行

う
予
定
で
す
。
総
合

防
災
訓
練

（
防
災
関
係
機
関
・
町

会
や
自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
が

参
加
）
と
合
わ
せ
る
と
、
多
く
の

参
加
者
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
は
家
庭
で
災
害
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
も
、
訓
練
に
は
積
極
的
に
参

加
し
、
万
一
の
時
に
備
え
ま
し
ょ

ご
来
場
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
用
意

し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

各
会
場
で
実
践
的
な

訓
練
を
行

い
ま
す

〈
中

央

会

場
〉

積 極 的 な 参加 を

９月1日防災の日総合防災訓練を実施

総合防災訓練会場

中央会場
紙敷野球場

㎜㎜㎜¬地 区 会 場

市 立 第 一 中 学 校

逐会場

|松戸市消防訓練センター

敬老おこづかい支給場所

※工事のため明・馬橋両 市民 センターは、今 回に限り 会場になりま せん。

第772 号 a 滲こT)ど巾

敬
老
お
こ
づ
か
い
を
支
給



ma 滲こ)ど
市長の窓

出張受 け付 け 日程

自転車も安全運転を心がけて乗りましよう

平成元年8 月20 日

期 日 会 場 時 間

9/6(瀕
根木内神社
八ヶ 崎流通センタ一 午後1 時30 分

～3 時30分7 内 小 金北小学校

8 刪 市立病院
午前10時～

午後2 時

110
北丘自 治会館
あ さひ幼稚園

午後1 時30 分

～3 時30分

12(火) 高塚団地管理事 務所

13(加 六実集会所

14休） 矢切幼稚園

18(月) さかえ幼 稚園

19(火) 松戸神社 ・小山 集会所

20(水) 松戸市農 協六 和支店

21内 馬 橋市民 センタ ー

22瀏
稔台 市民 センタ ー
みどり 幼稚園

25(月) 伊 勢丹 松戸店

26(火) ダ イエ ー新松戸店

※雨天の場合、会場により中止になる場合があります。

早期発見・早期治療のために

基本健康診査を受けましょう

期 日 会 場 受 付 時 問

9/4(, 月) 健康増 進センタ ー 午前9 時30 分～11時と午 後1 時30 分～3 時

5(火)
稔台市民センタ ー 午後1 時30分～3 時

6 圉

12(火) 野菊 野団 地集会所 午前9 時30分～M 時

13(水) 小山 集会所 午後1 時30分～3 時

19(火)
衛生 会館

午後1 時30分～3 時と5 時30分～フ時

20團 午前9 時30分～11時と 午後1 時30分～3 時

21(判 馬橋支所 午後1 時30分～3 時

22圀

小 金原市民センター

午前9 時30分～11時と 午後1 時30分～3 時

26(火)
午後1 時30分～3 時

27困

29愬 小 金北市民センタ ー 午前9 時30分～11 時と 午後1 時30分～3 時

10/21 月) 八ヶ崎会館

午後1 時30 分～3 時3(火)

新松戸市民センタ ー4 困

5 困 午前9 時30 分～11 時と午後1 時30分 ～3 時

6 愬
小金市民センタ ー

午後1 時30 分～3 時
11困

12困
青少年会 館

13圀

※最寄り の会場で受診して下さい。

平成元年4 月以降、集団一個別健診のいずれかで既に受診された人は、受診できません。

ひまわり号参加者募集

l〉期日…10月22日(日)

t〉行き先…国立歴史民族博物館

l〉募集人員…障害者150人、同伴

者(家族)100人、ボランティア

300人

C〉費用…大人3,200円、学生2,800

円、子ども2,200円

【〉申込み…9 月20日(水)までに

ハガキで、〒270-01 流山市

下花輪409(東葛病院内) ひま

わり号を走らせる「ちば」実行

委員会(東葛病院地域健康管

理室・小山00471-59-1011

番) へ

科 目 日 時 曜日 講 師 内 容 会場 費 用

英 会 話
9/12 ～12/5

午 後1 時30分～3 時30 分
火
C.J.ディグ
ウィード氏

日 常会話、フリ ート

ーキング

矢

切

公

民

館

990円

手品教 室
9/10 ～10/29

午前9 時30分～11 時30分
日
松戸奇術 会

岩田や すし 氏

ト ランプ、 ハン カチ

などの手品
3,000円

フラワ ー

デザ イン

9/12 ～ 椚／2

午前10時～正 午
火
マミフラワースクール

上 野 佳子氏

バスケツト ボケー、

プレ ゼント の花など
5,500円

鎌 倉 彫
9/9 ～11/25

午後1 時30分～3 時30分
土
松戸 桂雅会

石 井 富岳氏
基 礎彫り( 手 鏡・盆) 3,000円

着 物

着 付 け

9/12 ～12/5

午 前10時～正午
火
麗きもの着付サロン

有田 和子氏

浴衣の着付け、 入学

式の晴 れ着など
5,370円

将 棋教室
9/9 ～11/25

午後1 時30分～3 時30分
土 野村 明氏

駒の上手な使い方、

詰め方など
500円

茶 道
9/13 ～11/15

午後1 時30分～3 時30分
水
大日本茶道学会

村上 喜仙氏

席 入、あいさつ 、歩

き 方など
－尸

定

館

3,000 円

俳 句
9/6 ～11/16

午 後1 時30分～3 時30分 ヰ上田 渓 水氏
季語と 定型、実作な

ど
無 料

久
し
振
り
で
、
我
が
家
の
情

報
を
少
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

我
が
家
は
私
の
母
、
私
た
ち

夫
婦
、
長
男
夫
婦
と
そ
の
子
供

た
ち
、
現
在
独
身
の
次
男
も
同

居
す
る
、
最
近
の
家
庭
で
は
珍

し
い
家
族
構
成
で
し
た
が
、
去

る
五
月
末
に
母
は
永
眠
し
ま
し

た
。

母
は
四
年
以
上
前
に
脳
溢
血

で
市
立
病
院
に
運
ば
れ
、
病
状

が
固
定
し
た
後
は
、
市
内
の
小

板
橋
病
院
で
二
年
以
上
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
寝
た
き

り
の
状
態
で
し
た
が
、
そ
の
四

年
の
病
院
生
活
の
間
に
、
上
矢

切
に
あ
っ
た
私
の
家
は

、
国
分

川
分
水
路
事
業
（
県
施
工

）
で
現

在
の
二
十
世
紀
が
丘
に
移
転

を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

。

上
矢
切
の
元
の
家
の
敷
地
は

借
地
で
し
た
が
、
面
積
は
約
百

二
十
五
坪
も
あ
り
ま
し

た
。
二

十
世
紀
が
丘
の
土
地
は
、
同
じ

地
主
さ
ん
の
持
っ
て
い
た
土
地

を
そ
の
ご
厚
意
で
、
上
矢
切
の

借
地
権
解
消
の
補
償
と
一
部
買

い
増
し
に
よ
っ
て
、
取
得
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
面
積
は
従
前
の
三

分
の
二
程
度
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
の
で
、
四
世
代
同
居
の

住
宅
で
は
ほ
と
ん
ど
敷
地
一
杯

と
な
り
、
ゴ
ル
フ
の
ク
ラ
ブ
も

振
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。母

の
た
め
に
も
一
部
屋
用
意

し
て
お
い
た
の
で
す
が
、
そ
の

部
屋
に
住
む
こ
と
な
く
他
界
し

て
し
ま
っ
た
わ
け
で
、
そ
れ
が

心
残
り
で
す
。

さ
て
、
孫
た
ち
の
事
で
す
が
、

孫
は
小
学
校
四

年
生
の

女
の
子

と

、
一
年

生
の
男
の
子
の
二
人

で
す
。
姉
も
弟
も
近
く
の
大
橋

小
学
校
に
毎
朝
元
気
に
通
っ
て

い
ま
す
。

姉
の
方
は
、
毎
週
一
回
近
く

の
ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
に
通
っ

た
り
、
週
二
回
く
ら
い
学
校
が

終
わ
っ
て
か
ら
合
唱
団
の
稽
古

に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
帰
宅
は

夜
の
九
時
ご
ろ
と
な
る
こ
と
も

あ
り
、
そ
れ
か
ら
夕
食
で
す
か

ら
、
子
供
に
と
っ
て
は
大
変
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

弟
の
方
は
、
ど
ち
ら
か
と
言

え
ば
お
っ
と
り
し
た
姉
と
性
格

も
異
な
り
、
よ
く
気
の
回
る
方

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

姉
は
食
事
に
好
き
嫌
い
は
あ

り
ま
せ

ん
が
、
弟
は
好
き
嫌
い

が
あ
り

、
よ
く
、
あ
れ
も
食

べ
な

さ
い

、
こ
れ
も
食

べ
な
さ
い
と

注
意
さ
れ
て

い
康

司

弟
は
最
近
、
週
一
回
ス
イ
ミ

ン
グ
ク
ラ
ブ
に
通
い
始
め
た
よ

う
で
す
。
健
康
の
た
め
に
も
良

い
こ
と
だ
と
、
私
も
共
感
し
て

い
ま
す
。

宮
間
満
寿
雄

孫
た
ち
は
、
時
々
二
階
の
か

れ
ら
の
部
屋
で
喧
嘩
を
始
め
、

や
か
ま
し
い
の
で
、
稀
に
は
私

も
叱
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

私
た
ち
夫
婦
は
、
孫
の
養
育
に

つ
い
て
は
、
口
出
し
を
し
な
い

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
私
は
孫
た
ち
と

一
緒
に
生
活
で
き
る
こ
と
は
I

と
は
言
っ
て
も
、
私
は
多
忙
で

一
緒
に
夕
食
を
と
る
こ
と
も
少

な
い
の
で
す
が
I
幸
い
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。

孫
と
は
本
当
に
可
愛
い
も
の

で
す
。

孫

た

ち

マ

定
員
＝
・
各
三
十
人
、
茶
道
の
み

十
五
人

マ
申
込
み
：
ハ
ガ
キ
に
希
望
科
目
、

住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
二
七
一
松
戸
市

上
矢
切
二
九
九
－

一
矢
切
公
民

館
（
四
6
8－
1
2
4
1

内
線
4
4

・
4
5番
）
へ

成
人
講
座
第
二
期
生
募
集

市
民
交
通
傷
害
保
険

９
月
１
日
か
ら
予
約
を
受
け
付
け
ま
す

「
一
日

一
円
の

保
険
」
で

お
な
じ

み
の

市
民

交
通
傷
害
保
険
の
受
け

付
け

が
、
九
月

百
（
金
）
か
ら
始
ま

り
ま

す
。
九
月
六
日
（
水
）
か
ら

は
、

出
張

受
け

付
け
も
左

表
の
と

お
り

行
い
ま
す
の
で

、
ぜ
ひ

加
入
（
更

新
）
の

手
続
き
を
し
て
下

さ
い

。

こ

の
保
険
は
、

一
年
間
の

保
険

料
掛
け

捨
て

で
、
最
高
百
万
円

ま

で

保
障
さ
れ
ま
す
。

マ
対

象
・
・
市

内
に

在
住
（
住
民
登

録

ま
た
は
外
国
人

登
録
を
し
て

い

る
）
・
在
勤
し
て
い

る
人

マ

保
険
料
二

人

一
口
に

限
り
年

額
三
百
六
十
円

（
中
途
加
入

は

月
割
り
三
十
円
）
で
す

。
来
春

小
学
校
に
入

学
す
る
児
童
は
百

八

十
円
で

す
。
申
込
時
に
必
ず

係
員
に
申
し

出
て
下

さ
い
。

マ
保
険
期
間
＝
平
成
元
年
十
月
一

日
～
二
年
九
月
三
十
日

マ
保
険
の
対
象
・
＝
自
動
車
・

オ
ー

ト
バ
イ
・
自
転

車
・
電
車
な
ど

に
関
連
し
、
国
内
で
発
生
し

た

交
通
事
故

（
航

空
機
・
船
舶

事

故
は
除
く
）

マ
申
込
み
・
・
印

鑑

・
保
険
料

を
持

っ
て
、
安
全

課
・
市
民

課
・
各

支

所
ま
た
は

出
張

受
け

付
け
会

場
ヘ

マ
保
険
金
の

請
求
・
＝
①
被
保
険
者

カ
ー
ド
②
交

通
事
故
証
明

書
③

医
師
の
診
断
書
④
印
鑑
を
持
っ

て

、
事

故
発
生
後
二
年
以

内
に

安
全
課
で

手
続
き
し
て

下
さ
い

。

※
交
通
事
故
に

あ
っ
た
と
き
に
は
、

必
ず
警
察
に

届
け
出
て
下

さ
い
。

▽
詳
細
・・
安

全
課

庶
務

係

基
本
健
康

診
査
を
右
表
の
日
程

で
実
施
し
ま

す
。

病
気
は

、
早
期
発
見
・
早
期
治

療

が
大
切
で

す
。
毎
年
定
期
的
に

受
診
し
て
、

自
分
自
身
の
健
康
を

チ

ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

基

本
健
康
診
査
と
同
時
に

婦
人

の
健
康

診
査
（
三
十
五
～
三
十

九

歳
の
女

性
で
、
肝

機
能
検
査
・
心
電

図
一
血
糖
検
査
を
除
く
）
と
胸
部

レ
ン

ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
（
必
要

な

人
に
は

さ
ら
に
痰
の

細
胞
診
）
も

行
い

ま
す
。

マ
対

象
・
・・
四

十

～

五

十

九

歳

の

市
民
（

六
十

歳
以

上
の
人

は
、

医

療

機

関
で

受
診

し
て

下

さ

い

）

マ

検
査
項
目
＝
・
①
問
診
・
身
体
計

測

・
血
圧
測

定
・
検
尿
・
血
液

検
査
（
貧
血
検
査
・
肝
機
能
検

査

・
総
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル

・
H

D
L

コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）

②
医

師
が
必
要
と

認
め

た
人
に

は
、

さ
ら
に
心
電
図

一
血
糖
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

マ
申
込
み
＝
・
当
日

会
場
で

申
し

込

ん
で
下

さ
い

。

マ
費
用
・
無
料
（
た
だ
し
、
痰
の

検
査
は
四
百
円

）

マ
詳
細
・
・
廃

康

管
理

課
業
務
係

交

通

安

全

の

つ

ど

い

マ
日
時
E

八
月
二
十
二

貝

火
）
午

後
一
時
か
ら

マ
会
場
・
・
八
ヶ
崎
会
館

マ
内
容
こ
・
交
通
安
全
の
お
は
な
し
、

矢
切
公
民

館

腹
話
術
、
マ
ン
ガ
映
画
「
三

び
き
の
子
ぶ
た
」
、

交
通
安
全

映
画

「
キ
ョ
ン
シ
ー
・
キ
ョ
ン

太
の

交
通
安
全
」
ほ
か

マ
対
象
・
＝
幼
児
・
小
学
生

マ
費
用
・
＝
無
料

マ
詳
細
：
安
全
課
庶
務
係



台
所
ゴ
ミ
は
水
切
り
を
十
分
に

台
所
ゴ
ミ
の
六
五
％
～
八
〇
％

は
水
分
で
す
。

ゴ
ミ
の
水
切
り
を
し
っ
か
り
し

て
お
か
な
い
と
、
ゴ
ミ
集
積
所
付

近
の
皆
さ
ん
が
汚
水
や
悪
臭
に
悩

ま
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
清
掃
工
場
で
燃
や
す
時

に
も
、
よ
け
い
に
燃
料
が
か
か
り

ま
すこ
れ
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
大
切

な
税
金
を
無
駄
遣
い
し
て
い
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

各
家
庭
で
台
所
ゴ
ミ
を
出
す
時

は
、
次
の
よ
う
な
手
間
や
工
夫
を

お
願
い
し
ま
す
。

O
流
し
台
三
角
コ
ー
ナ
ー
や
排

水
口
の
カ
ゴ
の
ゴ
ミ
は
一
晩
置

い
て
か
ら
出
す
。

※
河
川
の
浄
化
対
策
の
た
め
、
三

角
コ
ー
ナ
ー
や
排
水
口
の
カ
ゴ

に
は
、
ろ
紙
袋
を
使
う
。

O
三
角
マ

ーナ
ー
や
排
水
口
に
野

菜
用
の
ナ
イ
ロ
ン
ネ
ッ
卜
な
ど

を
入
れ
て
お
き
、
水
の
切
れ
た

生
ゴ
ミ
を
ネ
ッ
卜
ご
と
取
り
出

し
て
、
外
で
乾
燥
さ
せ
、
乾
燥

し
た
生
ゴ
ミ
だ
け
燃
や
せ
る
ゴ

ミ
と
し
て
出
す
。

○
ス
ィ
カ
や
メ
ロ
ン
の
皮
な
ど
は

細
か
く
切
り
、
一
晩
置
い
て
か

ら
出
す
。

カ
ラ
ス
対
策

最
近
、
「
集
積
所
の
ゴ
ミ
を
カ

ラ
ス
に
食
い
散
ら
か

さ
れ
る
」
と

い
ラ
苦
情

が
あ
り
ま

す
。

防
止
対
策
と
し
て
、
い
ら
な
く

な
っ
た
毛
布
や
カ
ー
ペ
ッ
卜
な
ど

を
か
け
て

お
い
て

下

さ
い

。

マ
詳
細
・
：
清
掃
第

一
課

業
務
係

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

マ
受
験
資
格
：
平
成
二
年
三
月
三

大

日
ま
で
に
満
十
五
歳
以
上

に
な
る
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

山
現
在
、
保
護
者
が
義
務
教
育
諸

学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
夕
猶

予
も
し
く
は
免
除
さ
れ
て
い
る

人
ま
た
は
以
前
に
さ
れ
た
人

口

保
護
者
が
旧
尋
常
小
学
校
ま
た

は
旧
国
民
学
校
に
就
学
さ
せ
る

義
務
か
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ

た
人

即

義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で

き

な
か

っ
た
人
で

、
保
護
者
が
手

続
き

を
し
て
猶

予
ま
た
は
免
除

を
受
け
な
か

っ
た

が
、
猶

予
ま

た
は
免
除
を
受
け

る
こ
と
の
で

き
る

事
由
と
同

等
の

事
由
が
あ

っ
た
と
文
部
大
臣

が
認
め
た
人

マ
試
験
科
目
・
・
国
語
・
社
会
・
数

学
・
理

科
・
外
国
語
（
英
語
）

※
外
国

語
は

、
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ

ン
ス
語

も
可

マ
願
書
受
付

期
間
：
九

月

六

日

（
水
）
〔
当
日

消
印
有
効
〕
ま
で

マ
受
付
場
所
・
＝
千

葉
県

教
育
庁
指

導
課

♀

葉
市

中
央
四
－

匸
一
一

上

一
八
）

マ

試
験
日
：
十

一
月
十
日
（
金
）

マ

詳
細
・：
県
教
育
庁
指
導
課

義
務

教
育
係
四
〇
4
7
2

－
2
3
j
4

0
5
9

番

都
営
八
柱
霊
園
の
公
募

松
戸
市
民
の
居
住
年
数
が
緩
和
に

マ
受
付
日
時
：
八

月

三

十

一

日

（
木
了

九
月
七

日
（
木
）
、
午
前

九

時
三
十
分

～
午
後
四
時
（
土

曜

旱

後
と
日

曜
日
を
除
く
）

マ
受
付

場
所
…
都
庁
第
一
本
庁
心
＝

地
下
二
階

第
五
～
第
八
会
議
室

マ
申
込

み
資

格
・
証
明
書
類
・
：
下

記
の

条
件
を
す

べ
て

満
た
し
て

い

る
こ
と

①
現
に
埋
葬
す

べ
き

遺
骨

が
あ
り

、
申
し
込
み

に
必

要
な
遺
骨
の

証
明
を
提
示
で

き

る
こ
と

②
串
し
込

み
遺
骨
の
祭

杷
の
主
宰
者
（
法
人
を
除
く
）

で
あ

る
こ
と

③
一
年
以
上
継
続

し
て

松
戸
市
内
に

居
住
し
て

お

り

（
都
内

か

ら

の

継

続

も

含

む
）
、
申
し
込
み
に

必
要
な
居
住

証
明
を
提
出
で

き
る
こ
と

マ
申
込
方
法
＝
・
受
付
け

期
間
中
に

、

申
込
み
資
格
を
確
認
で
き
る
書

類
と
認
め
印
、
四
十

一
円
切

手

一
枚
を
用
意

（
申
込
み
用
紙
は

八
柱
霊
園
管
理
事
務
所
に
も
あ

り

ま
す
）

〉
詳
細
・
・・
東
京

都
建
設
局
公

園
緑

地
部
霊
園
課

酋
0
3
1
2
1
2
－

［
D
I
I
I

内
線
3
4
5
4
1

～

り
り
4（
り
）
4冖｛
｝番

公 募 数 使用料(１㎡。) 管理料(緇)

一般埋葬場所

324ヵ所

芝生埋葬場所

140ヵ所

53,000円

59,000円

310円

520円

坂
川
の
歴
史

坂
川
の
流
域
は
、
東
に
台

地
、

西

側
は
江
戸
川
に
挟
ま

れ
た
低

湿
地
帯
で

し
た
。

「
四
十
八
渓
の
潅
水
を
集
む
」

と
い

わ
れ
た
ぶ

つ
に

、
台
地
周

辺
の
湧
水
や
台
地
上
に

降
っ
た

雨
水
が
流
れ
込
み
、
大
雨
の

と

き
な
ど
に
は
あ
ふ
れ
て

、
大
変

な
被
害
か
及

ぼ
し
た
と
こ
ろ
で

す
。下

谷
三
千
町
歩
と
い
わ

れ
た

美
田

地
帯
も
、
こ
の
水
害
の

た

め
に
、
三
年
に
一
度
し
か

収
穫

で

き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す

。

当
初
の
流
れ
は
、
六
間
川
の

あ
た
り
に
あ
り
、
度
々
逆

流
し

て
氾

濫
す
る
の
で

「
逆
川
」

と

も
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

古
く
か

ら
、
何
度
も
改
修
さ

れ
て
い

た
よ
う
で

す
が
、
記
録

を
し
て
は

、
享
保
八
年
（
一
七

二
三

年
）
、
代
官
小

宮
山

杢
之
進

が
関
係
五
十
力
村
に
命
じ
た
整

備
が
、
最
も
古
い
も
の
で
す
。

そ
の
後
も
度
重
な

る
水
害
に

苦
し

め
ら
れ
た
沿
岸
農
民
は
、

流
れ
を
で

き
る
限
り
下
流
ま
で

導
き
、
外
水
位
の
低
い
場
所
で

江

戸
川

へ
落
と
そ
う
と

計
画
し
、

幕
府
に
願
い
出
ま
し
た
。

再
三
の
出
願
の
結
果
、
よ
う

や
く
文
化
十
年
（
一
八
一
三
年
）

栄
町
一
本
橋
か
ら
赤

圦
樋
門
ま

で
の
約
三
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し

ま
し

た
が
、
こ
の
開
削
も
、

水

害
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ

ん
で

し
た
。

坂
川

が
現
在
の

よ
う
に
栗
山

ま
で
つ

な
が
っ
た
の
は
、
第
二

次
の

掘
継
工

事
に

よ
っ
て
で

す
。

工

事
は
、
天

保
四

年
（
一
八

三
三
年
）
に
水
盛（
実
地
測
量
）

が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
下
谷

の
村
人
た
ち
は
強
硬
に
反
対
し
、

死
傷
者
を
出
す
と
い
う
事
件
も

発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
和
解
し
、
実
際
に
工

事
が
始
め
ら
れ
た
の
は
天
保
六

年
（
一
八
三
五
年
）、
翌
天
保
七

年
に
完
成
し
て
い
康
呪

沿
岸
農
民
た
ち
の
努
力
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
下
谷
耕
地
の
水

害
は
相
変
わ
ら
ず
続
き
、
本
当

に
解
消
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四

十
三
年
に
樋
野
口
の
大
排
水
機

場
が
完
成
し
て
か
ら
で
す
。

な
お
、
新
坂
川
は
、
昭
和
六

年
県
営
「
坂
川
沿
岸
農
業
水
利

改
良
事
業
」
が
お
こ
さ
れ
て
、

台
地
部
洪
水
を
受
け
る
た
め
に

開
削
さ
れ
ま
し
た
。

（
参
考
・
松
戸
市
史
、
松
戸
市

史
料
第
二
集
、
松
下
邦
夫
著

「
松
戸
の
歴
史
案
内
」）

泡
を
立
て
て

流

れ

込
む

排

水

坂
川
は
、
総
武
流
山
電
鉄
の
小

金
城
趾
駅
（
大
金
平
四
丁
目
）
付

近
で
、
坂
川
と
新
坂
川
に
分
か
れ

ま
す
（
実
際
は
、
新
坂
川
が
坂
川

に
流
れ
込
ん
で
い
ま
す
）。

私
た
ち
は
、
新
坂
川
を
下
り
、

J
R
馬
橋
駅
近
く
、
排
水
口
の
あ

る
場
所
で
水
質
検
査
を
し
て
み
ま

し
た
。

・
こ
こ
の
水
質
は
、
透
視
度
二
三

气
C
O
D

二
〇
P
P
m

で
、
赤

圦
樋
門
よ
り
も
汚
れ
て
い
ま
す
。

よ
ど
ん
だ
と
こ
ろ
に
は
ゴ
ミ
が

浮
き
、
排
水
口
か
ら
出
る
水
は
、

川
に
落
ち
込
む
と
、
た
く
さ
ん
の

泡
を
出
し
て
い
ま
す
。

源
流
を
見
て
き
た
後
だ
け
に
、

子
ど
も
た
ち
も
、
こ
の
汚
さ
に
驚

い
た
よ
う
で
す
。

坂
川
に
流
れ
込
む
排
水
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
家
庭
か
ら
出
る
も
の
で
す
。

調
査
に
よ
る
と
、
台
所
や
ふ
ろ

場
か

ら
の
排
水
、
洗
濯
に
使
わ
れ

た
水
な
ど
の
家
庭
雑
排
水
は
、
川

を
汚

す
原
因
の
約
八
〇
％

を
占
め

て
い
ま

す
。

も
し

、
私
た
ち
が
、
家
庭
か
ら

出
る
水
に
注
意
し
て

、
少
し
で
も

汚
れ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、

川

を
汚

す
原
因
が
、
随
分
減
る
こ

と
で
し

ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
ひ
と
言

潮

田

宗

久

く
ん

川
に
浮
い
て
い
る
ゴ
ミ
の

多
さ
に
は
び
っ
く
り
。

あ
ん
な
に
あ
る
と
は
、
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

砂
見
昇
男
く
ん

家
か
ら
出
る
石
け
ん
水
や

牛
乳
な
ん
か
が
、
川
を
汚
し

て
い
る
こ
と
が
、
よ
く
分
か

り
ま
し
た
。

橋
本
佳
代
子
さ
ん

大
人
は
、
平
気
で
川
に
ゴ

ミ
を
捨
て
る
け
ど
、
私
た
ち

の
飲
み
水
に
な
る
の
だ
か
ら

絶
対
に
い
け
な
い
で
す
ね
。

正

岡

美

里

さ
ん

今
ま
で
気
に
し
な
か
っ
た

け
ど
、
川
が
ど
ん
な
に
大
切

か
分
か
っ
て
、
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。

水
に
流
し
て
で
は
す
ま
な
い

家
庭
か
ら
出
る
排
水
が
、
ど
れ

ほ
ど
川
を
汚
す
か
と
い
う
こ
と
を

知
る
た
め
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
実

験
を
し
て
み
ま
し
た
。

水
道
の
水
一
、
〇
〇
〇
c
c
を
ビ

ー
カ
ー
に
取
り
、
こ
こ
に
石
け
ん

水
を
ほ
ん
の
一
滴
か
二
滴
落
と
し

て
、
汚
れ
具
合
か
検
査
し
ま
す
。

石
け
ん
水
を
入
れ
る
前
は
、
ほ

と
ん
ど
ゼ
ロ
で
あ
っ
た
C
O
D
が
、

入
れ
た
後
で
は
二
〇
～
五
〇
P
P

m
と
、
急
激
に
高
い
数
値
を
示
し

ま
し
た
。

こ
の
ぷ

フ
に

、
本
来
汚

れ
を
落

と
す
は
ず
の
洗

剤
も
、
川

を
汚

す

も
と
に
な
り
ま
す
。

私
た

ち
が
、
こ

ん
な
少
し
と
思

う
量
の
排
水
で
も
、
川
に
与
え
る

影

響
は

、
非
常
に
大

き
い
の
で

す
。

私
た

ち
は
、
何
気
な
く
い
た
め

物
を
し

た
フ

ラ
イ
パ
ン
な
ど
を
洗

っ
て
い

ま
す
か

、
こ

こ
に
ス
プ

ー

ン

一
杯
分
の
油
が
つ

い
て
い
た
と

す

る
と
、
こ
の
汚
れ

を
う
す
め
て

、

魚
が
す
め

る
程

度
の

き
れ
い

さ
に

す
る
に
は
、
家
庭
用
ふ
ろ
お
け
約

十
一
杯
分
も
の
新
し
い
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

食
器
や
フ
ラ
イ

パ
ン
に
つ
い
た

油
、
飲
み
残
し
た

ビ
ー
ル
や
コ

ー

ヒ

ー
な
ど
、
ま

さ
に
「
水
に
流
し

て

」
す
む
問
題
で
は

な
い
の
で
す

。

川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、

家
庭
で
で

き
る
こ
と
が
い

く
つ

か

あ
り
ま
す
。

三

角
コ

ー
ナ
ー
や
流
し

の
落
と

どD滲報広jい

で

た

水

つ

ん

が

け
上
石
に
の

端

し

極

少

は

の
D
ん

○

ほ

Ｃ

県立流山青年の家「青年教養セミナー」

l〉期日…9 月30 日（土）～10 月1

日（ 日）〔 川白2 日 〕、10 月22

日（ 日）、11 月19 日（ 日）、平成

2 年1 月7 日（日）、2 月4 日

（日）の計5 回

に〉内容…講演会＝「国際理解と

国際交流」麗沢大学教授・小泉

喜平氏、「青年の社会参加」

流通経済大学教授・渡辺博史

氏、座談会＝「外国青年を囲

んで」「海外派遣帰国報告」

ほか

に〉対象…原則として18 歳以上 の

勤労・在学青年

1〉費用…食費など実費

l〉定員…60人

l〉申込み…9月20日(水)までに、

電話で県立流山青年の家指導

室ff0471―59―2004番へ

8 月29日(火)午前2 時か

ら約10分間、84局～88局の

通話ができなくなります。

詳しくはN 丁丁松戸支店

8116 番(局番なし)へ

北千葉広域水道企業団

職員採用試験

E〉職種…事務・土木・電気・機

械( 各上級・初級)

1〉対象…上級＝28歳まで、初級

＝21歳まで

t〉定員…若千名

l〉試験日…9 月22日(金)

※地方公務員に準じた採用試験

l〉試験会場…東葛飾合同庁舎会

議室( 小根本7)

E〉受付期間…9 月11日(月)まで

1〉詳細…北千葉広域水道企業団

総務課064-6032 番

日曜大工講座

E〉日時…毎月第2 ・ 第3 日曜日

(9 月 から1 年 間)、午前9 時

～正午

E〉会場‥松戸共同高等職業訓練校

t〉講師…松戸建築組合員

l〉費用…月2,000 円(材料費実費)

※大工道具を持っていない人に

は、あっ旋します。

E〉定員…先着40 人

l〉申込み…8 月21 日( 月) ～25 日

(金) の 午前10 時 ～午後3 時に

電話で松戸共同高等職業訓練

校Q44-4823 番へ

婦 人 大 学「歴 史 を語 る」

時
間
会
場

午
前
1
0時
～
正
午

婦

人

会

館

E〉対象…市内在住・在勤の

大

r〉定員…75 人( 応 募多数の

場合は抽選、2 歳以上の

保育10 人あり)

l〉申 込 み …8 月27 日( 日)

〔消印有効〕までに、ハガ

キに住所・氏名・年齢・

電話番号、保育希望者は

子どもの氏名 と年齢を記

入して、〒271 松 戸 市本

町14 一10 松戸 市婦人会館

(S64-8778 番)へ

幼 児家 庭教育 学 級

【〉期日…A コース＝9 月22日・29

日、10月2 日・6 日・13日・16

日・20日の各月・金曜日、B コ

ース＝11月10日・17日・20日・

24日、12月1 日・4 日・8 日の

各月・金曜日

l〉時間…午前10時～正午

【〉会場…常盤平体育館

l〉対象…昭和60年9 月1 日～61年

8 月31日生まれの幼児とその親

l〉内容…「親子の遊び」「心の発

達」「子育て相談」など

l〉講師…日本児童遊戯研究所長・

有木昭久氏、保育科学研究所長

・川合月海氏ほか

l〉費用…300円

l〉定員…各コース35組（応募多数

の場合は抽選）

l〉申込み…8 月26日（土）〔当日消

印有効〕までに、往復ハガキに

希望のコース・氏名・住所・年

齢・電話番号・幼児の名前と生

年月日を明記して、〒271 松戸

市根本387-5 松戸市教育委員会

社会教育課へ

I≫詳細…社会教育課青少年婦人係

排水が泡を立てるのは、洗剤の使いすぎが原因

根木内の池。周りには草が茂り、 イトトンボもいた

赤圦樋門のオイルフェンスにはゴ
ミがたくさん

試薬が入った小さな容器に水

を入れ、色の変わり方で汚れ
具合を見る。正確にはBOD

（生物化学的酸素要求量）で
測るが、時間がかかるため、

簡単なCOD の検査を用いた

a 滲D ど巾

子どもたちは見た

川を汚す原因は

柏市との市境にある坂川の源流。手を入れると、ひんやりとして気持ち良い

坂川リポート 四
十
八
溪
の
水
を
集
め
ヽ
時
に
氾
濫
を
し
な
が
ら

も
、
下
谷
三
千
町
歩
の
美
田
を
潤
し
て
い
た
坂
川
。

農
業
用
水
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
舟
を
使
っ
た

物
資
の
輸
送
に
も
活
躍
し
た
坂
川
も
、
今
は
、
か
っ

て
の
清
流
を
失
い
、
半
ば
排
水
路
と
化
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
坂
川
が
、
こ
ん
な
に
汚
れ
て
し
ま
っ

た
の

で
し
ょ
う
。

夏
休
み
の
一
日
、
子
ど
も
た
ち
四
人
と
一
緒
に
、

坂
川
の
源
流
か
ら
赤
圦
樋
門
ま
で
下
り
、
川
の
汚
れ

具
合
を
調
査
し
て
み
ま
し
た
。今

回
の
調
査
に
協
力
し
て
ぐ
れ

た
の
は
、
中
部
小
学
校
六
年
生
の

潮
田
君
、
砂
見
君
、
橋
本
さ
ん
、

正
岡
さ
ん
の
四
人
で
す
。

初
め
に
、
中
部
小
学
校
に
近
い

赤
圦
樋
門
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
樋
門
は
、
坂
川
の
一
部
が

江
戸
川
に
流
れ
込
む
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
こ
に
は
、
オ
イ
ル
フ
ェ
ン

ス
が
張
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
坂
川
で
油
の
流
出
事

故
な
ど
が
起
き
た
と
き
、
江
戸
川

に
油
が
流
れ
込
む
の
を
防
ぐ
た
め

で

す

が
、
実
際
に

は
、
ゴ
ミ
・
空

き
缶

な
ど
が
た
く
さ
ん
た
ま

っ
て

い
ま
し

た
。

フ

ェ
ン
ス
に

た
ま
っ
た
ゴ
ミ
は
、

週
二
回

、
取

り
除
か
れ
ま
す
が
、

こ
の

ゴ
ミ
は

、
な
ん
と
年
間
六
万

七
千
七
百
八
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
六
十
三
年

度
に
も
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
に
水
質

の
検
査
を
し
て

も
ら

い
ま
し

た
。

検
査
の
項
目
は

、
透
視
度
と
C
O

D
で

す
。

透
視
度
は

、
水
が
ど

れ
だ
け
澄

ん
で
い
る
か
、
何
セ
ン
チ
ま
で
透
け
て

見
え

る
か
を
表
す

も
の
で

、
こ
こ

赤
圦
で
は
二
五
セ
ン
チ
で
し
た
。

上
か
ら
だ
と

非
常
に
汚

れ
て

見

え
た
水
も
、
実
際
に

く
み

上
げ
て

み

る
と
、
結
構
透

き
通
っ
て
い

る

の
は
、
逆
に
驚
き

ま
す
。

次
に
C
O
D

で

す
が
こ

れ
は
化

学
的
酸
素
要
求
量
（
c
h
e
m
i
c
a
l

O
x
y
g
e
n
 
d
e
m
a
n
d
）
の
こ
と

で
、
水
中
の
有
機
物
（
汚
れ
）
を
化
学

的
に
分

解
し

、
き
れ
い
に
す
る
と

き
に
必
要
な

酸
素
量
を
表
し

ま
す
。

数
値
が
大
き
い
ほ
ど

、
汚
れ

が

ひ
ど
い
わ
け
で
す

が
、
赤
圦
で
は
I

〇
P
P
m
。
か
な

り
の
汚
れ
具
合
で

あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

赤
圦
樋
門
が
あ

る
江
戸
川
の
す
ぐ

下
流
に
は
、
栗
山

浄
水
場
の
取
水
口

が
あ
り
、
こ
こ
で

く
み
上
げ
ら
れ
た
水
は
、
私
た
ち

の
飲
み
水
に
な
る
の
で
す
。

こ
う
聞
か
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
ち
ょ
っ
と
複
雑
な
表
情
を
見

せ
ま
し
た
。

透
視
度
計
に
い
っ

ぱ
い
ま
で
水

を
入
れ
、
底
の
十
字
が
は
つ
き

り
見
え
る
ま
で
水
を
抜
き
、
透

視
度
を
測
る

源
流
へ

坂
川

は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
汚
れ

て
い

る
の
で
し

ょ
う

。

も

う
、
か

つ
て
の

清
流
は

ど
こ
に
も
な
い
の

で
し
ょ
う
か
。

私

た
ち
は

、
き
れ
い
な
水
を
求

め
て

、
坂
川
の

源
流
に
向
か
い

ま

し

た
。

坂
川

は
た
く
さ
ん
の
支
流
を
集

め
て
い

ま
す
が
、
源
流
は
、
柏
市

酒
井

根
と
松
戸

市
栗
ヶ
沢
お
よ

び

小
金
の
境
に

あ
り
、
昔
は
「
酒
井
根

大
清

水
」
と
呼

ば
れ
た
所
で

す
。

こ
こ
は
窪

地
に

な
っ
て
い
て

、

周
囲
の

台
地
上
に

降
っ
た
雨

水
な

ど

が
わ

き
出
て
い

ま
す
。

水
を
く
み
上
げ
て
み
る
と
、
ま

る
で

水
道
水
の

ぶ
つ
に
透
き
通
っ

て
い
て

、
透
視

度
計
で

計
れ
る
三

〇
セ
ン
チ
を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
。

C
O
D

も

、
ほ
と

ん
ど

ゼ
ロ
に

近
い
「
○
～
五
P
P
m

」
と
い

う
結

果
で
し
た
。

水
量
は
少
な
い
の
で

す
が
、
水

温
も
低
く
、
こ
こ
に
は

、
小
魚
や

ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
水
中
生
物
が
い

て
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
も
見
る
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。

こ
の
流
れ
は
、
北
上
し
な
が
ら

次
第
に
水
量
を
増
し
、
根
木
内
の

低
湿
地
帯
を
流
れ
て
行
き
ま
す
。

そ
の
途
中
、
県
道
松
戸
・
柏
線

と
交
差
す
る
す
ぐ
手
前
で
、
大
き

な
池
を
形
づ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

周
り
に
は
、
茅
・
葦
な
ど
が
茂

り
、
水
鳥
や
ト
ン
ボ
な
ど
も
飛
ん

期日 内 容 講 師

9/8 圃 オリ エン テーショ ン

14困 大 昔の松戸 郷士史 家

松下 邦夫氏
22圀 お咸のはなし

2遡 日 本の古墳 筑波大学教授
岩崎 卓也氏

10/6R
施設 見学
新松戸郷土資 料館

13圖
民族文化 財

武蔵大 学教授

宮本袈裟 雄氏20愬

27鬯
緑地と人 間

千葉大 学教授

藤井英二 郎氏
11/2'困

10廁 日本 の古墳 筑波大 学教授
岩崎 卓 也氏

17宙 本土寺見 学



カ
ナ
リ
ヤ
の
詩
人
・
西

条
八

十

ま
つ
ど
文
学
散
歩
5

不
用
品
交
換
情
報

O
今
回

掲
載
分
の
紹
介

マ
申

込
方

法
…
締

め
切
り
は

八
月

二
十
五
日

（
当
日

消
印
有
効
）

①
希
望
品
名

②
住
所
③
氏
名
④

ｙ

電
話
番
号

（
昼

間
の
連
絡
先
）

を
（
ガ
キ
に
明
記
、
ハ
ガ
キ
一

枚
に
品
名

一
点
の
み

マ
相
手

の
紹
介
・・
・
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当
選

者
だ
け

に
電
話
連

絡
し
ま
す

。
紹

介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま

す
。

マ
申

込
先
・：
〒

二
七

一
松
戸
市
根

杢

二
八
七

―
五

松
戸
市
役
所
消

費
生
活
課
消

費
生
活
係

譲
り
ま
す

［
家
具
類
］
◆
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

二
千
円
・
無
料
◆
座
卓
千
円
◆
テ

ー
ブ
ル
三
千
円
◆
ド
レ
ッ
サ
上
一

千
円
◆
食
器
棚
無
料
◆
口
ッ
力
ー

た
ん
す

二
千
円
◆
ス
チ
ー
ル
製
本

棚
無
料

【
電
気
製
品
】
◆

冷
蔵
庫
七
千
円

◆

テ
レ
ビ
三
千
円
◆
い
す
型

マ
ッ

サ
ー
ジ
機
無
料

【
子

ど
も
用

品
】
◆

ベ
ビ
ー
カ

ー

無
料
◆

ベ
ビ
ー
バ
ス
千
五
百
円

・

五
百
円
◆

籐
製

ベ
ビ
ー
キ
ャ
リ

ー

バ
ッ
グ
ハ
百
円
◆
マ
ザ
ー
バ
ッ
グ

二
千
円
◆

ベ
ビ

ー
い
す
五
百
円
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
五
千
円
◆

ベ
ビ
ー

食
堂
い
す
五
百
円

【
ス
ポ
ー
ツ

・
楽
器

】
◆

ク
ラ
シ

ッ

ク

ギ
タ

ー
二

千
五

百

円
◆

ボ

I
ト
こ

ぎ
健
康
器
具
無
料
◆

エ
レ

ク
ト

ー
ン
無
料
・
一
万
円

【
日
用
雑
貨
】
◆

⑩

ガ
ス
ス

ト
ー

ブ
四

千
円

◆
大
型
金
庫
無
料
◆
卓

七
ミ
シ
ン
千
五
百
円

O
次
回
掲
載
分
の
申
し
込
み

譲

り
た
い

人
は
、
品
物
の
詳
細

を
電
話
で

申
し
込
ん
で

く
だ

さ
い

価
格
は
一
万

円
ま
で

で
す
。

原

則
と
し
て

、
衣

料
品
・
食
料

品
・
自
転
車

・
自
動
車
は
扱
い
ま

せ
ん

。
九
月
二
十
日
号
に
掲
載
し
ま
す

マ
申
込
期
限
＝
八

月

二

十
三

日

（
水
）
ま
で

マ
申
込
先
・
＝
消
費
生
活
課
消
費
生

活

係

八
柱
の
都
営
八
柱
霊
園
に
、

詩
人
・
西
条
八
十
の
墓
が
あ
り

ま
す
。
乳
白
色
の
花
崗
岩
の
墓
石
に

八
十
・
晴
子
夫
妻
の
名
を
刻
み
、

前
面
に
詩
集
を
広
げ
た
形
の
黒

御
影
石
に
金
泥
で

わ
れ
ら
た
の
し
く
こ
こ
に
ね

む
る
離
れ
ば
な
れ
に
生
れ
、
め
ぐ

り
あ
ひ

短
か
き
時
を
愛
に
生
き
し
ふ

た
り
悲
し
く
別
れ
た
れ
ど
、
こ
こ

に
ま
た

心
と
な
り
て
、
と
こ
し
え
に

寄
り
そ
ひ
ね
む
る

と
八
十
の
筆
で
刻
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

八
十
は
、
昭
和
四
十
五
年
八

月
十
二
日
に
、
七
十
八
歳
で
亡

く
な
っ
て

い
ま
す
。

八
十
が
墓
地
を
八
柱
霊

園
に

定
め
た
の
は
、
晴
子
夫
人
の

妹

・
三
村
美
枝
子
さ
ん
の
墓
地

が

こ
の
霊
園
に
あ
り
、
夫
人

が
希

望
し

た
か
ら
で

す
。

夫
人
の
一
周
忌
の
昭
和
三
十

六
年
に
埋
葬
し
、
そ
の
後

、
八

十
は
死
ぬ
ま
で
、
支
障
の

な
い

限
り
、
毎
日
墓
参
り
を
欠
か
し

た
こ

と
は
な
か
っ
た
と
い
い

ま

す
。碑

文
と
い
い
、
毎
日
の
墓

参

り
と
い

い
、
ま
さ
に
理
想
の

夫

婦
像
で

あ
り
、
明
治
の
男

性
の

純
情
を
見
る
お
も
い
が
し

ま
す
。

マ

ル

チ

詩

人

・

八

十

八
十
は
、
大
正
八
年
に
第
一

詩
集
「
砂
金
」
を
刊
行
、
フ
ラ

ン
ス
風
の
明
る
い
象
徴
的
な
抒

情
詩
で
、
詩
人
と
し
て
の
地
位

を
確
立
し
ま
し
た
。

大
正
後
期
か
ら
は
、
鈴
木
三

重
吉
主
宰
の
児
童
雑
誌
「
赤
い

鳥
」
に
多
数
の
童
謡
を
発
表
し
、

北
原
白
秋
、
野
口
雨
情
ら
と
並

び
大
正
期
の
代
表
的
童
謡
詩
人

と
も
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
歌
謡
曲
や
民
謡
の

作
詩
に
も
本
領
を
発
揮
し
、
い

わ
ば
「
マ
ル
チ
詩
人
」
と
評
し

て
も
よ
い
活

躍
ぶ
り
で

し
た
。

「
唄
を
忘
れ
た
か
な
り
や
」

「
マ
リ
と

殿
様
」
「
蘇
州
夜

曲
」

「
東

京
音
頭
」

「
青
い
山
脈
」

「
王
将
」
と
い

っ
た
童

謡
・
歌

謡
曲
は
、
ど
れ
も
な
じ
み
の
深

い
も
の

ば
か
り
で

す
。

平

野

威

馬

雄

氏

の

回

想

松
戸

市
民
だ

っ
た
詩
人
の
故

平
野
威
馬

雄
氏

が
、
雑
誌
「
め

も
ら
ん
だ
む

（
昭

和
四

十
八
年

十
二
月
号
）
」
に

「
黒
い

蝶
」
と

こ
の
ほ
か
、
や
は
り

松
戸

市

民
で
故
人
の
三
井
良

尚
氏
の
著

作
に
も
、
八
十
と
の
交

流
を

書

い
た
も
の
が
あ
り
ま
す

。

（
市
一
立
図
書
館
）

い
う
題
で
、
西
条
八
十
の
墓
参

記
を
書
い
て
い
ま
す
。

（
十
人
近
い
詩
従
で
墓
参
り

を
済
ま
せ
た
あ
と
、
平
野
邸

で
追
悼
会
を
開
い
た
と
き
）

黒
い
蝶
が
舞
い
込
ん
で
、
い

つ
ま
で
も
座
敷
を
舞
っ
て
飛

び
去
ら
な
か
っ
た
の
で
、
み

ん
な
そ
の
黒
揚
羽
を
先
生
の

霊
の
化
身
だ
と
い
っ
た
。
門

田
ゆ
た
か
さ
ん
は
「
い
つ
も

先
生
は
言
っ
て
お
ら
れ
た
。

私
が
死
ん
だ
ら
蝶
に
な
っ
て

逢
い
に
く
る
よ
と
、
い
く
ど

も
い
く
ど
も
言
っ
て
お
ら
れ

た
」
わ
た
く
し
た
ち
は
眼
が

し
ら
を
熱
く
し
て
狂
奔
す
る

黒
蝶
を
じ
っ
と
み
つ
め
て
い

た
i
。

第772 号

巡回経営・融資相談 ご用心／

浄化槽点検の詐欺
c〉日時…9 月6 日(水)午前10時

30分～午後3 時30分

r〉会場…小金市民センター

[〉内容…経営および融資全般

E〉相談者…中小企業経営コンサ

ルタント・商工課融資係

E〉費用…無料

【〉詳細…商工課振興係

建築物防災週間

8 月30日～9 月5 日は、「建

築物防災週間」です。市では、

学校・デパート・ホテル・ビル

などの特殊建築物を対象にした

防災査察およびブロック塀など

の点検を実施します。災害のな

い安全な街づくりのため、ご理

解とご協力をお願いします。

【〉詳細…建築指導課建築指導係

ワープロ・販売士検定

楽々バランスメニュー教室

科 目
ワープロ

1 級

ワープロ

2 級

販売士

2 級

試験日 10/1( 日)
9/30C 土)

10/1(.日)
10/400

会 場
松戸商工会館と

その他の会場

松戸商

工会館

費 用 8,240円 6,700円 3,610円

日 時 内容(講話と調理実習)

9/14W 午前
10時

S

午後

り時

ヘルシー1600キロカロ

リ ーの食事(主食編)

10/19W
ノノ
(主 菜編)

11/9困
あなた の塩加 減、大
丈夫 ？

l〉会場…健康増進センター

r〉対象…市内在住または在勤の

20歳以上の人で、当センター

の健康増進指導コースを1 年

以内に受診した人(1 年以上

経過した人は改めて受けて下

さい)

r〉定員…先着40人

l〉費用…毎回400円

l〉申込み…8 月21日(月)から、

電話で健康増進センター昔65

―5588番へ

最近、「下水道工事が始まる

ので、市から頼まれ浄化槽の点

検に来た」などと言って、料金

を詐取する事件が発生していま

す。

市では、このような依頼や料

金の徴収は一切していません。

悪質業者は、語り口が巧妙で

すので、不審な点がありました

ら、管理契約をしている業者に

確認するか、市役所・保健所に

連絡して下さい。

E〉詳細…生活環境課生活環境係

または松戸保健所環境衛生課

容61－2121番

山林の伐採や開発には必ず事前の届け出を

山林の乱開発防止と緑の保全のために、山林の木を伐採したり、

他に転用するために開発(土地の形質変更)する場合には、森林法等

によってあらかじめ県知事に対して次のような手続きが必要ですO

地 域 区 分 行 為 面 積 手 続 き

地域森林計画対象

民有林

伐採 面積に関係なく
届出

伐採届

開 発

0.3na 未満 伐採届（無立木地の場
合は必要ありません）

0.3ha 以上～
1.0ha 以下

事前協議
(伐採届も別途必要)

1.0ha 超える 林地開発許可申請

その他の民有林

伐 採

0.3ha 以上

伐採事前協議

開 発 事前協議

E〉詳細…農政課指導係 または県東葛飾支庁産業課S61-2111 番

女性学国際セミナー

「性役割を変える一地球的視点から」

卜 女性学国際セミナー 公開シンポジウム

日 時
11月23日(祝)午後9 時30分～

26日(日)午後4 時(3 泊∠↓日)

11月23日(祝)午後2 時30分

～5 時30分

会 場 国立婦人教育会館

定 員 100人(申込み多数の場合は抽選) 先着500人

費 用 交通費・宿泊費・食費は各自負担

申込み

9 月20日（ 水）までに、申込書

（社会教育課・婦人会館にあり

ます）と返信用封筒(23cmX12

Cn、Z2円切手張付）を同封して

下記へ

10月31日（火）までに、往復八

ガキに「女性学国際セミナー

公開シンポジウム」・氏名・

連絡先住所・電話番号・性別

を明記して下記へ

※ブルーフで参加する場合は

連絡担当者の氏名・連絡先

住所・電話番号・ブルーフ

の男女別人数を明記

申込み先
〒:355―02埼玉県比企郡嵐山町菅谷ア28国立婦人教育会館事業課

00493-62-6711 番)

1〉詳細…社会教育課青少年婦人係

E〉期日…8 月28日(月)・29日(火)

【〉会場…千葉県自治会館

【〉対象…県内の企業経営者・事

業所の長、人事・労務・総務

などの担当者

E〉定員…先着150人

【〉費用…2,000円

E〉詳細…県商工労働部労政課容

0472―23―2744番

r〉日時…9 月19日(火)、午前9

時30分東葛飾合同庁舎前集合

E〉見学コース…松戸一明治乳業

(株)市川工場－サッポロビー

ル(株)干葉工場〔船橋〕一松戸

r〉費用…無料(昼食の用意あり)

r〉申込み…9 月8 日(金)までに

往復ハガキに住所・氏名・年

齡・電話番号・実施期日を記

入して、〒260 ―91千葉中央

郵便局私書箱40号県庁県民生

活課企画調整係(S0472 ―23

―2299番) へ

※応募者多数の場合は抽選

動く物価教室

生産流通施設のバス見学

平成元年度

千葉県経営労務管理講座

市は、このたびパートタイマ

ーの労働実態と関連する意識に

ついて、事業所とパートタイマ

ーを対象に調査を実施します。

この調査の趣旨をご理解のう

え、ご協力下さるようお願いし

ます。

l〉期間…8 月20日(日)～10月10

日(祝)

E〉対象…常用従業員10人以上の

事業所とそこで働くパートタ

イマー

E〉詳細…商工課労政係

パートタイマー実態調査

ご利用ください

松戸パートバンク

おし

ら せ

パートタイムの求人・求職をあっ

せんする「松戸パートバンク」は、

国の機関です。

コンピューターを導入し、幅広い

就職情報を提供する松戸パートバン

クをご利用ください。

i〉場所…JR 松戸駅西口松戸ビルヂ

ング9 階

D〉テレホンサービス（求人情報）・‥

a63 －8101番

f〉詳細…松戸パートバンク067 ―88

00番

a 滲こTT)ど(o

八十と晴子夫人が「寄りそひねむる」墓

(八柱霊園内)



広報ままつど
平成元年8月20日

施設あんない

うまくできるかな(革手芸教室で)

ハイこちら内戦600番

まちの話題をお知らせ下さい。

江戸川の水と遊んだ１日
夏休み。。，

親子せせらぎ教

室
江戸川を守る会松戸支部主催の

「夏休み親子せせらぎ教室」が、

8 月3 日(木)に行われました。

この教室は、江戸川の水に親し

み、河川浄化の大切さを再認識し

てもらおうと、毎年開かれている

もの。

84人の参加者は、バスで江戸川

区の親水公園、葛西海浜公園を見

学した後、古ヶ畸崎の江戸川に戻り、

約250 匹のコイの幼魚を放流しま

した。
江戸川にコイを放流する子どもたち

トビヒについて

視野の広い国際人に

あ
な
た
の
健
康
1
4

0
夏
の

小
児
皮
膚
病
の
一
つ
で

あ

る
ト

ビ
ヒ

は
、
生
活
環
境
の
改
善

や
ス

キ
ン
ケ
ア
へ

の
関
心
の
高
ま

り
で

、
そ
の
症
状
や
経
過
に
以
前

と
は
違
っ
た
変
化
が
み
ら
れ

る
よ

う
に

な
り
ま
し
た
。

原

因

と

症

状

ト

ビ
ヒ

は

十

歳

以

下

の
小

児

（
特
に
一
六
歳
ま
で
の
小
児
）

が
よ
く
か
か
り
、
成
人
は
か
か
り

に
く
い
も
の
で

、
そ
の
発
生
は
八

月
下

旬
か
ら
九

月
に
か
け
て
の
夏

の
終
わ
り
に
多
く
み
ら

れ

ま
し

た
。

し
か
し
最
近
で
は
秋

・

冬
ま
で
も
発
生
し

、
し

か
も
老
人
が
か
か

る
こ

と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。

原
因
菌
も
大

部
分
が

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
で
、

そ
の
症

状
は

直
径
一
～

二
ヽ
長
の
紅
斑
か
ら
は

じ
ま
り
、
数
時
間
で
大

き

な
水
疱
を
つ

く
り
、

さ
ら
に
こ
れ
が
破
れ
て

び
ら
ん
面
と

な
る
の

が

特
徴
で

す
。
と
き
に
黄
褐
色
の
汚

い
厚
い

カ
サ
ブ
タ
を
つ

く
る
こ
と

も

あ
り
ま
す
。

以

前
み
ら
れ

た
よ
ラ
な
水
疱
や

び
ら
ん
面
が
全
身
に
拡
が
る
よ
う

な
重
症
な
ト
ビ
ヒ

は
、
少
な
く
な

り

ま
し

た
。

ト

ビ

ヒ

は

ど

こ

か

ら

起

こ

る

か

小
児
の
鼻
孔
入
口
の
粘
膜
に
は

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
常
在
し
て
い

る
た
め
、
指
の
爪
で
鼻
孔
部
皮
膚

を
傷
つ

け
る
と
、
そ
こ
か
ら
ト

ビ

ヒ

が
始
ま
り
、
次
第
に
他
の
皮
膚

へ

と
拡
か
っ
て
行
き

ま
す
。

ま
た
擦
過
傷
の
処
置
が
不
適
当

で

あ

っ
た
り
、
絆

創
膏
を
は
り

っ

ぱ
な
し
に
し

た
と
き
や
、
虫
刺
さ
れ

や
湿
疹
の
病
巣
を
不

潔
な
手
で

掻

い
た
り
し
て
二
次
的
に
起
こ
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ト
ビ
ヒ
の
小
児
と
接
触
し
て
起

こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
健
康

な
皮
膚
で
は
か
か
り
に
く
く
、
小

さ
な
外
傷
や
湿
疹
が
あ
る
と
う
つ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

か

か

っ
た

時
の

注

意

入
浴
は
よ
ほ
ど
広
範
囲
に
な
い

か

ぎ
り
行
う
の
が
よ
く
、
殺
菌

剤
の
入
っ
た
石
け
ん
で
病
巣
周
辺

を
洗
い
、
シ
ャ
ワ
ー
で
よ
く
流
す

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
手
や
下
着

は
、
常
に
清
潔
に
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

運
動
は
差
し
支
え
な

い
で
す
が
、
高
温
で
汗

を
か
き
す
い
と
き
は

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
が
ふ

え
や
す
い
の
で
控
え
ま

し
ょ
う
。

子
供
に
は
包
帯
す
る

の
か
よ
い
で
し
ょ
う
。

特
に
び
り
ん
し
た
病
巣

が
多
い
と
き
は
う
つ
り
や

す
い
の

で
、
保
育
所
な
ど
は
休

ま
せ

た
方

が
よ
い
で
し

ょ
う

。

治
療
に
よ

っ
て

病
巣

が
乾
燥
し

て

ぐ
れ
ば
、
う
つ

る
可

能
性
は
ほ

と
ん
ど
な
く

、
休
む
必
要

は
あ
り

ま
せ
ん
。

治

療

に

つ

い

て

抗
生
物
質
の
内
服
と
軟
膏
に
よ

っ
て
、
四
～
五
日
で

治
り
ま
す

が
、

さ
ら
に
そ
の
後
丁
三
日
治
療
を

続
け

る
と
再

発
が
な
く
確
実
に
治

り
ま
す
。

抗
生
物
質
軟

膏
は
、
病
巣
か
越

え
て
広
い

範
囲
に

塗
り
、
包
帯
す

る
の

が
よ

く
、
絆
創
膏
を
使

っ
て

は
い
け

ま
せ

ん
。

（
松
戸
市
医
師
会

）

上
本
郷前
田

紀

代

子
1

昌

孝

く
ん（
小
四
）

み
ど
り
ち
ゃ
ん（
小
三

江
戸
川
に
は
、
子
ど
も
が
サ
ッ
カ
ー
を
や

り
に
よ
く
来
て
い
ま
す
。

家
の
周
り
に
は
川
が
な
い
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
は
、
川
は
珍
し
い
も
の
に
思
え
る
の

で
は
・
＝
。

親
水
公
園
が
お
も
し
ろ
か
っ
だ
。

僕
た
ち
の
放
流
し
た
コ
イ
が
、
早
く
大
き

く
な
れ
ば
い
い
な
。

幼
児
教
育
の
未
来
を
見
つ
め
て

飯

沼

誠
で

南
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
緑
の
島

国
ニ
ュ

ー
ジ
上

フ
ン

ド
。
温
暖

な
気
候
と
豊
か
な
大
自
然
に
恵

ま
れ
た
、
美
し
い

国
の
人
々
と

深
い
き
ず
な
を
持
つ
男
が
い
る
。

飯
沼
誠
さ
ん
は
、
国
際
理

解
に
重
き
を
置
く
幼
児
教
育
に

専
念
す
る
か
た
わ
ら
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人
々
と
裸
の
つ

き
あ
い
を
続
け
て
い
る
。

特
に
、
同
国
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

市
に
あ
る
教
育
大
学
や
そ
の
付

属
小
学
校
と
の
交
流
は
、
八
年

に
も
及
ん
で
い
る
。
今
で
は
、

経
営
す
る
幼
稚
園
の
園
児
と
そ

の
家
族
を
は
じ
め
、
地
域
の
人

々
も
交
え
た
つ
き
あ
い
に
ま
で

発
展
し
て
い
る
。

今
夏
も
、
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
の
ツ
ア
ー
を
組
織
。

現
地
で

の
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ

を

通
じ
て

、
「
自
然
と
調
和
し
た

静
か
な
暮
ら
し

ぞ
す
る
、
お
お

ら
か
な
人
々
」
と
の
き
ず
な
を
、

さ
ら
に

深
め
て

き
た
。

近
年

、
わ
が
国
で

も
「
国
際

化

」
が
叫
ば
れ
て

い
る
が
、
そ

の

対
応
と
な
る
と
、
戸
惑
い
を

感
じ
る
人
も
多
い

よ
う
だ
。

こ
の

点
に
つ
い
て

は
、
「
何

よ
り
も
自
分
の

足
元

を
見
つ
め

、

日

本
人
と
し
て

の

バ
ッ
ク
ボ
ー

ン

を
育
て

る
こ

と

が
大
切
」
と

い

う
。「
心
と
心

の
ふ

れ
あ
い
も

大

事
で

す
」
。

つ
ま

り
、
人

間
の
つ
き
あ
い

の

基
本
的
な
有

り
様
に
つ
き

る

よ
う
だ
。

飯
沼

さ
ん
に

と

っ
て

も
、
こ

の
境
地
に
達
す

る
に

は
、
「
か

な
り
の
時
間
と

体
験

が
必
要

だ
っ
た
」
。

学
生
時
代

、
カ
ナ
ダ
に
留
学
。

「
自
分
の

個
性
が
確
立
し
て
い

な
い
と
、

だ
れ
も
相
手
に
し
て

く
れ
な
い
」
こ
と
を
涌
感
し
た
。

帰
国
後

、
個
の

確
立
と

国
際

理
解
を
テ

ー
マ
に

、
幼
児

教
育

の
世
界
に
飛

び
込
む

。

今
夏
の
ツ
ア

ー
に

同
行
し

た

子
供
た
ち
も

「
異
文
化
に
接
し

て

、
一
段
と
た
く
ま
し
ぐ

な
っ

た
」
と
い
う
。

「
外
国
人
と
対
等
な
視
点
で
見

つ

め
合
う
こ
と
の
で
き
る
、
視

野
の

広
い
人
間
を
育
て
た
い
」
。

幼
児
教
育
の
未
来
を
夢
見
て
、

そ
の
瞳
は
輝
き
を
増
し
た
。

（
金
ヶ
作
在
住
）

人

青

少

年

会

館

青
少
年
会
館
は
、
青
少
年
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
た
め
の
施

設
で
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
に
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

会
館
内
に
は
、
体
育
室
・
音
楽

室
・
美
術
室
・
和
室
・
集
会
室
・

ク
ラ

ブ
室
・
学
習
室

が
あ
り

ま
す
。

学
習
、
仲
間
作
り
の
場
と
し
て

、

教
養
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各
種
教

室
を
開
催
し
て
い

ま
す
の
で

、

ご

利
用
下

さ
い

。

▽
休
館
日
＝
・
月
曜
日

、
祝
日
の
翌

▽
利
用
時
間
…

午
前
九
時
～

午
後

九
時

▽
料
金
・
：
市

内
の

青

少

年

団

体

（
二
十
五
歳

ま
で

）
は
無
料

。
一

般
の
団
体
は
有
料
と
な
り
ま
す

マ
交
通
…

新
松
戸
駅
か
ら
徒

歩
十

五

分

マ
詳
細
・：

青
少
年
会
館

一`
4
4
1
8

5
5
6

番



第772 号

もよおし

もの

文化ホール講座

期日 テーマ 講 師 持ち物 時 間

8/25

應

飛び出せ
宇§ ヘ
ロケット

の話

宇宙開発事
集団ロケッ

ト開発本部

主任開発部
員・中野富
雄氏

筆記用具
午後2 時
S

3時30分

26

閨

お手玉を
作って遊

ぼう

婦人団体連
絡員・藪崎
友枝氏・鈴
木しづか氏

裁縫用具
午後2 時
S
5 時

1〉会 榲…文化ホール

【〉対象…25 日は小学4 年生以上

中学生まで、26 日は小学4 年

生以上の親子

l〉定員…先着各30 人

1〉申込み…電話で文化ホール昔

67―7810 番へ

実践話し方講座

l〉日時…9 月7 日～10月5 日の

毎週木曜日、午後6時30分～9

時

E〉会場…市民会館

E〉定員…先着30人

l〉費用…3,000円( 全5 回分)

l〉詳細…実践話し方研究会・石

岡S63 ―2372番

ハゼ釣り大会

l〉日時…8 月27日(日)午前5 時

30分に、松戸駅改札口・新松

戸駅西船橋方面ホーム・新八

柱駅西船橋方面ホームのいず

れかに集合( 行き先は東西線

原木中山駅)

E〉場所…江戸川放水路

E〉費用…一般500 円、中学生以

下300 円( 交通費・エサ代は

各自負担)

l〉検量…一般は重量、中学生以

下は尾数

※8 月26日(土)午後1 時から婦

人会館で、ハゼ釣りの仕かけ

講習会を開きます。

t〉申込み…電話で松戸勤労者つ

りの会・井上容65―8260番へ

矢切公民館名画劇場

「生きてる限り僕は負けない」

E〉日時…9 月3 日(日)午後1 時

30分から

C〉会場…矢切公民館4 階ホール

E〉定員…先着170人

E〉費用…無料

1〉申込み…電話で矢切公民館昔

68―1241内線44・45番へ

松戸子ども劇場

低学年部例会

日 時 会 場 内 容

9 ／7 困

午後6 時30分
開演

松飛台第二小

体育館 劇団たんぽぽ

舞台劇
「龍の子太郎」10(日)

午前11時開演
午後3 時開演

高木小体育館

【〉費用…3,000円(4 歳以上、会

員は別額・随時入会可)

E〉詳細…子ども劇場協議会事務

局S86 ―9154番

松戸市民コンサート

団員募集

l〉練習日時…9 月からの毎週火

・金曜の午前または木・土曜

日の夜間

l〉募集人員…男声・女声先着計

120人

l〉公演…平成2 年3 月25日(日)

「カルメン」厂オペラ合唱曲」

i〉費用…月1,500円

E〉申込み…返信用切手を同封し

て,〒271 松戸市上本郷3,540

大沢俊子( ≫67 ―1798番) へ

【〉日時…9 月3 日( 日)午 前11 時

～ 午後3 時

【〉会場…流山運動公園( 流山市)

l〉内容…家具・衣類・食器・電

化製品・おもちゃなどのガレ

ージセール( フ リーマーケッ

ト)

※売り上げの一部は、チャリテ

イーとして扱います。

l〉申込み…電話でユー ズリサイ

クルセンター松戸代表・鵜沢

昔67 －1844 番へ

ガレージセール

出展者募集

野鳥観察会

E〉日時…9 月3 日(日)午前7 時

55分松戸駅東ロデッキ上集合、

午後1 時現地解散

l〉場所…多摩川河口( 羽田空港

対岸の堤防上)

C〉主な野鳥…シギ・チドリなど

l〉持ち物…筆記具・観察用具・

弁当

l〉費用…無料(交通費自己負担)

l〉申込み…電話で公園緑地課小

鳥を呼ぶ係へ

おしらせ

音楽の広場（合唱講座）

l〉日時…8 月22日(火)午後1 時

30分～3 時30分

l〉会場…市民会館音楽室

E〉費用…テキスト代2,700円

E〉詳細…社会教育課市民文化係

クラブ対抗軟式庭球大会

r〉日 時…9 月24 日( 日)午 前8 時

30分受 け付け、午前9 時 開始

【〉会場…栗ヶ沢公園庭球場

【〉対象…連盟加盟 クラブ、1 団

体3 チ ーム( 一般市民もチー

ムとして参加可)

【〉費用…1 団体4,500 円

l〉申込み…9 月8 日( 金) までに

振込用紙で

E〉詳細…軟式庭球連盟・小倉昔

45－0899 番

バドミントンダブルス大会

l〉日 時…9 月10 日( 日)午 前9 時

～午後5 時

r〉会場…小金原体育館

r〉対象…市内在住・在勤・在学

の人

E〉種目… 男子1 部 ～4 部 、女子

1 部 ～4 部

l〉費用…登録者1 人1,200 円 、未

登録者1 人1,500 円( シャトル

は協会で用意します)

t〉申込み…9 月1 日(金) 必着で、

ハガキにクラブ名を記入し、

〒270 松 戸 市中和倉304 －8

長 谷川俊夫( ≫41 ―7925 番)

婚前・新婚学級

おしどり学級

期日 内 容

9/4

回

結婚つて・親になるつてどんな
こと？( 夫の役割・妻の役割)

干葉大学保健管理センター
時田光人氏

※血液検査(貧血・血液型・梅毒・
風診抗体価)を希望者に有料
で実施

11
側

男性と女性のからだについて
(妊娠・出産へむけて)
医師 林 謙治氏
※血圧測定・尿検査を無料で
実施

18
回

ファミリープランニング

(元気な子どもを生むために・
正しい避妊)
映画
グループワーク

時間会易

【〉対象…未婚あるいは新婚の男

女(1 人でも可)

※3 日間で1 コースですが、1

日だけでも参加できます。

E〉申込み…9 月1 日(金) までに

電話で健康管理課松戸方面保

健室へ

救急 医 療 体 制 健 康 保 険 証 を忘 れ ず に ／

◆夜間急病診療所( 毎日)・午後8時～1 塒 衛生会館内068-3756 番

◆待機病院( 毎日)・午後5時～午前9時テレホンサービスfi66-0010 番

◆ 緊急休日在宅当直医・午前9時~午後5時テレホンサービス 、O66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所・午後8時～1塒 衛生会館内B65-3430 番

E〉時期…10 月 ～12 月

l〉対象…市内在住の40 歳以上の

人( 妊娠中の人は受診できま

せん)

【〉費用…500 円( 生 活保護・老人

医療受 給者・市民税非課税世

帯は無料)

1〉申込み…9 月11 日( 月) までに

40 歳以上の人全員に送った「検

診のお知らせ」同封の胃がん

検診申込書( ハ ガキ) に 必要

事項を記入し、返送して下さ

い。申込者には、後日実施 日

などをお知らせし ます。

※既に申し込んだ人は、申し込

む必要はありません。

1〉詳細…健康管理課業務係

検診車による

胃がん検診

ほけんえい
せい

l〉日時…9 月8 日(金)午前10時

～正午(9 時30分から受け付

け)

l〉会場…衛生会館3 階

l〉内容…「女30代からあなたは

どう生きる」－さわやかな更

年期を迎えるために－

r〉講師…日本家族計画センター

クリニック所長・北村邦夫氏

l〉費用…無料

l〉定員…先着150人(電話申し込

み可)

t〉詳細…健康管理課松戸方面保

健室

保健セミナー講演会

【〉日時…9 月6 日～10月4 日の

毎週水曜日、午後7 時～9 時

D〉会場…小金原体育館

1〉対象…一般市民

【〉費用…保険料300円

奈運動のできる服装・上履きを

用意して下さい。

じ〉申込み…当日会場で

【〉詳細…篠崎S87-3336 番

バレーボール教室

l〉詳細…市社会福祉協議会容68

―0503番

期 日 会 裼 時 間

9/1 愬
市 役 所 市 民

相談コ ーナー

午前10時

S

午後3 時

4 旧） 馬 橋 支 所

5( 火)

六 実 支 所

小 金
市民センタ ー

6( 水)

常 盤 平 支 所

新 松 戸
市民センタ ー

7(木)
小 金 原
市民センタ ー

8 應
市 役 所 市 民

相談コ ーナ ー
22瀏

＝＝＝－－－－¶－－＝＝＝＝－
●市役所(66)1111#常盤平支所(87)2131

●小金支所(41)5101#小金原支所(44)4151

●六実支所(85)0113#馬橋支所(45)2131

●新松戸支所(43)5111#矢切支所(62)3181

●東部支所(92)3061

c〉詳細…松戸商工会議所S64 ―

3111内線37番

心配ごと相談

日本舞踊公演

a 滲D ど(8)

松戸 まつり

素人のど自慢大会地区予選会

あおぞら

おはなしキャラバン

t〉日 時…①8 月29 日( 火)②30 日

(水) 、午前10 時15 分 ～11時15

分( 雨天中止)

E〉会場・‥①南花島中町児童公園

②秋山慶国寺

1〉内容…絵巻物・人形劇

※幼 児は、保護者同伴でご来場

下さい。

r〉詳細…市立図書館昔65 一5115

番

松戸市民劇団・劇舎

アトリエ公演

l〉日時…9 月3 日(日)午前10時

30分開場、11時開演

|》会場…市民会館ホール

l〉費用…無料

l〉内容…「お夏狂乱J「屋敷娘」ほか

1〉詳細…松戸日本古典舞踊連盟

・藤間S68 ―9583番

松戸児童合唱団

定期演奏会

E〉日時…9 月2 日(土)午後5 時

～7 時

E〉会場…市民会館ホール

E〉費用…無料

E〉内容…南安雄作品集ほか

E〉詳細…稲村容66－0017番

＼ 地 区 日 時 会 場

歌

謡

の

部

本 疔

9/1(X日)

午後1 時

から

松戸商工 会館

1 階 ホ ー ル

矢 切

東 部

9/24(日)

午後1 時

から

矢切神社会館

稔 台

八 柱

10/1(日)

正午から

イト ーヨ ーカ

堂八柱店駐車

場内特設会場

常盤平

高 木

9/24(日)

午後1 時

から

常 盤 平

市民センター

小 金

小 金原

9/1(X日

午後1 眄

から

北小金駅前

八坂神社跡

特設会場

馬 橋

9/17(日)

午前10時

から

馬 橋 万 満 寺

門 前 市 内

栄 町

10/1(日)

午後1 時

から

古 ヶ 崎

市民センタ ー

民
謡
の
部

全 市

9/24(日)

午前10時

から

矢切神社 会館

D〉日 時…8 月20 日( 日)午後3 時

と7 時 、26 日(土) 午 後8 時 と

10時 か らの4 回

l〉会場…「劇舎」( 八柱駅そば

島本ビル4 階)

【〉費用… 前売り700円 、当 日800

円、 学生500 円

【〉内容…黒川欣映作「墜楽園」

一石上瑠美子演出

l〉詳細…劇舎c89 ―4646 番( 平

日は留守番電話)

高齢者体操教室

C〉日時…9 月6 日～11月8 日の

毎週水曜日(計10回)、午前9時

～11時

l〉会場…常盤平体育館小体育室

l〉対象…60歳以上の男女

l〉定員…先着40人

C〉費用…保険料600円

C〉申込み…8 月21日(月)午前9

時から直接社会体育課窓口で

E〉詳細…社会体育課指導係

女性のための相談室

【〉日時…毎月第2・第4木曜日の

午後1 時～4 時、毎月第3 火

曜日の午後6 時～9 時(9 月

からは夜間相談室を開設)

l〉会場…婦人会館

l〉費用…無料

l〉内容…子ども・家族のこと・

自立への悩みなど何でも

※相談貝は、カウンセラー・弁

護士ですべて女性です。相談

は事前に予約をして下さい。

l〉詳細…松戸カウンセリングの

会・生木≫43―8231番

勤

労

会

館

午

後
6

時
3
0分
～
8

時
3
0分
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